
学校説明会等の案内が届いています。ホームページ等でご確認のうえ各自でお願いします。 

  

 

★令和８年度札幌市奨学生（予約採用：給付型） 
 ご希望の方は、まず担任に申し出て下さい。とりまとめの必要があるため期日厳守でお願いします。 

1.対象者・ 

 応募資格  

(1)中学校第３学年に在籍し、本人または保護者が札幌市内に居住している 

(2)2026 年４月に高等学校、高等専門学校、専修学校（高等課程）、中等教育学

校の後期課程または特別支援学校の高等部へ進学を予定している生徒 

(3)本人と保護者の資産が 2,000 万円未満である等 

(4)３年１学期（前期）時点の全科目の評定の平均値が５段階で 3.0 以上である 

(5)性行が善良であり、在学している学校から推薦を受けられること 

2.内容 返済のない給付型  

国公立 月額 5,000 円    私立 月額 8,000 円 

※入学支度資金として、国公立 10,000 円、私立 15,000 円の支給があります 

3.必要書類 (1)札幌市奨学生（予約採用）願書兼推薦依頼書ご家庭で（中学校に 提出） 

(2)札幌市奨学生（予約採用）応募届     ご家庭で（オンライン提出） 

(3)保護者（生計維持者全員）の所得証明書類 ご家庭で（オンライン提出） 

(4)成績証明書                  中学校で 

5.提出期限 １０月１７日（金）までに、学級担任へ提出してください。 

6.備考 ・ (1)(3)に関しては、ただし書きがあります。詳細は募集のお知らせをご覧ください。  

・札幌市特別奨学金（普通科以外の職業学科等への進学者対象）と同時に受けることはできません。  

＊オンラインでの提出があるためホームページにアクセスして確認してから、応募するかどうかを決めて下さ

い。応募を希望する場合は、担任の先生に相談して下さい。  

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/syogakukin/boshu/2025yoyaku.html   

市立札幌藻岩高等学校 学校説明会について  

日時：９月２０日（土）９：３０～１１：３０（開場９ :０0）  

場所：市立札幌藻岩高校  （南区川沿３条２丁目１番１号）  上靴持参  

内容：第 1 部  全体説明（単位制・入試制度・探究活動・進路指導・新設校へ移行など）  

第 2 部  校舎見学ツアー、部活動見学、質問コーナー、探究学習成果発表＆交流ブース  

対象：中学校 3 年生及び保護者他     

申込：9 月 12 日迄  

学級 1 部配布のチラシＱＲまたはホームページで https://www23.sapporo-c.ed.jp/moiwa/index.cfm/11,15322,html 

備考：ホームページに学校紹介載っています。また学級に１冊づつ学校案内の冊子 (A5 判 )を配布しました。学校選択

の資料に活用して下さい。  

 

 

202５年９月４日  

第５０号  

発行：進路係  

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/syogakukin/boshu/2025yoyaku.html
https://www23.sapporo-c.ed.jp/moiwa/index.cfm/11,15322,html


お知らせ 

・通信制高校オンライン合同進学説明会のご案内が届きました。  

 イベント名は「まるごと通信制フェスタ in 北海道」で、日時は①10 月 18 日 13 時～②10 月 19 日 9 時～で、北海

道内から進学できる通信制高校・サポート校が最大 8 校登壇の予定です。対象は中学生と保護者等、Ｚｏｏｍによる

オンライン開催で、費用は無料です。詳しくは https://recmedia.jp/school/001/021/  

 

入試情報  

○北海高校   

特別進学コース（北海道大学などを目指すＳクラスと道内外の国公立私大を目指す特進クラス：2 年次より理系  

文系に分かれる）と、進学コース（北海学園大等を目指すコース：2 年次文系理系に分かれ、3 年次理系、国公立文

系、私大文系に分かれる）。進路先はほとんどが道内の国公立私大で、北海学園大に推薦枠は 109 名、北海商科大

に 8 名。他校同様指定校推薦等がある。今年度の夏の甲子園にみるように部活動に力を入れている。  

 出願条件に、推薦入試・一般入試とも「欠席が 3 年間で 30 日以内、3 年生で 10 日以内」が入試要項に明記され  

ている。学力推薦はＡランク，Ｂランク対象、運動部・文化部推薦は他校同様「北海高校の顧問から推薦され、事前  

に学校間で連絡・調整がとれている生徒」が対象になる。  

昨年との違いは推薦試験であっても、全員学力試験を受けることになったこと。  

一般入試では、①学科試験でＳクラスは 400 点以上、特進クラスで 350 点以上、進学コースで 300 点以上を  

 基準にする当日点重視判定と、②当日点と学習点を総合して判定する判定と、③部活動重視判定（事前に学校間で連

絡・調整が取れている生徒）の３つで判定される。  

特進で不合格でも進学コースを第 2 希望にしていると基準をみたせば進学で合格できるが、合格決定後のコース

変更等はできない。入学後 2 年進級時に好成績を維持できていれば変更できる場合もある。  

＜北海高校から受験生へメッセージがありました＞  

道外有名大学に多数合格する進学校ではないが、希望の進路実現を目指しています。文武両道だが、「コートの中

に生活あり、コートの外に勝負あり」というように考えている学校です。学習課題が終わっていないなら部活には出

られません。例えば授業中寝てしまったというようなことがあったら、部の顧問に知らせ生活指導します。野球部の

甲子園のように結果を追い求め結果に結びつけることは価値があるが、それ以上に結果よりも努力しているというこ

とに価値が大きいと考えている学校です。競技力が優秀でもいつかはその競技を終え他の道に進むときがくるから、

努力に価値が大きいと考えている学校だそうです。  

受験対策としては次の 6 つを意識して過ごして下さいとのことでした。  

①スケジュール管理する   ②過去問をする（傾向をつかむこと、類題も出題の可能性があることから）  

③アウトプットを多くする  ④基礎問題の得点率をＵＰすることが合格に繋がる  

⑤問題文にヒントがある（最近の大学の傾向は問題文が長いが、それは問題文の中に解くヒントが多くあるとい  

うことでもある）  

⑥解答は必ず所定の解答欄に枠内に収まるように大きくはっきり書く、どう表現するかを考えて書く  

（総合型入試ではプレゼンの能力や表現力も必要）  

他の学校に進むにしても貴重なアドバイスだと思います。自分の進路に向かって充実した学校生活を送ってほしい

と思います。  



 


